
５年生の子どもたちが、地域の方やＪＡ川津町支店の皆様に

ご協力をいただきながら、初めての鎌を手に稲刈りを行いまし

た。最近は、川津の子どもたちの多くが、家庭でこうした稲刈

りの経験をすることが少なくなっているだけに、子どもたちは、

収穫の喜びを体で感じることができたものと思います。

１０月５日(火)、今年度は、３学年ずつの分散で「川津っ子スポーツフェスティバル」を開催しました。

前の週に行った予行の時以上に、子どもたちのたくさんの真顔と笑顔が見られました。やはり子どもたちに

とっては、保護者の皆様や家族の皆様に見てもらえることが大きな力になることを改めて実感することでき

ました。先生方からも、子どもたちが達成感を感じ、充実した川津っ子スポーツフェスティバルになったと

いう声をたくさん聞くことができました。子どもたちは、きっとこの日に感じた思いを心のエネルギーとし

て、次の目標へ向かってくれるものと期待しています。また、ＰＴＡ本部役員の皆様にはパネルや記念品の

準備にご尽力をいただき、ご観覧いただいた皆様には感染症対策をはじめ、運営上お願いしていた細かな点

にまでご理解とご協力をいただいたことに感謝申し上げます。最後に、今回の川津っ子スポーツフェスティ

バルでの子どもたちのけがが「０」であったことも、今年度の成果を表しているものと思います。

子どもたちの振り返りの作文にも、おうちの方にほめてもらってうれしかったという言葉がたくさんあり

ました。改めて、子どもたちには「認められる場」が大切であることを実感できる機会となりました。
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10月6日(水)、東部小学校体育館で今年度の科学体験発表会が開催され、

本校からは４年生の佐名木雅巳さんが、おじいさんが育てている野菜につい

ての不思議から取り組んだ研究の成果を発表しました。佐名木さんは、緊張

しながらも大きな声で発表することができました。残念ながら今回は講評の

みで審査はありませんでしたが、素晴らしい発表でした。

夏からの感染拡大で開催が心配されましたが、10月8日(金)、香川県立丸亀競技場にて、第57回坂出市学

童陸上記録会が開催されました。今年度も無観客開催となりましたが、出場した子どもたちは、自己記録の

更新をめざして全力で自分の競技に臨みました。各種目１位に入賞した子どもたちを紹介します。（敬称略）

【５年】100ｍ走/長田大輝、走り幅跳び/土井未来、走り高跳び/冨永結友、ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投/横井煌大

男子4×100ﾘﾚｰ/冨永結友・横井煌大・長田大輝・澁江公輔

【６年】80mﾊｰﾄﾞﾙ/田中 舞

子どもたちが夏休みの課題として取り組んだ読書感想文の中から学年１作品を市

コンクールに出品しました。今年度の審査の結果、２年鈴木絢大さんの「かもとり

ごんべえ」と６年東田旺典さんの「聖の青春」が３位に入賞しました。読書の秋で

す。子どもたちの成長のためにも、家族みんなで読書に取り組んでみてください。

●11月12日(金)は学習発表会

この学習発表会は、子どもたちがいつもの学習の成果を、保護者の皆様にご覧いただく発表の場として行

います。なお、今年度は、２学年ずつの分散での開催とします。

＆

校長室の窓から

３つの条件

感染拡大の状況は、８月のピーク時に比べて約100分の1となり、県内でも新規感染者「０」の日

が続くようになってきました。しかし、第６波への警戒など、まだまだ安心することはできません。

さて、先日、来年度入学する子どもたちの健康診断を行い、待ち時間の間に保護者の皆様に、子

育てについての話をさせていただきました。結論として、「コロナ禍だからこそ、困難に負けない『強

い心』を育てることが大切である」ということをお伝えしました。

そして、この『強い心』を育てるために必要な条件が、(1)自信、(2)考える力、(3)コミュニケー

ション力の３つ条件なのです。特に、第１の条件としての「自信」を育てることは、子育ての90％

を占めるといわれています。この「自信」の根源は、子どもが自分の意思で物事に取り組んだ時の

「自分の力でできた！」という成功体験に基づきます。つまり、子どもが自分との約束を守れた経

験の積み重ねで「自信」が育つということです。しかし、わが国では、「他人に迷惑をかけないこと」

「集団のルールを守ること」が強く求められるため、このことが子どもの行動を制限することにも

なります。また、「危ないから」「汚すから」「時間がかかるから」などの親の思いが過干渉になり、

子どもからやる気や自信を奪っている場合もあります。大切なことは、「自主性」を育てる「自由な

行動」と「しつけ」を身に付ける「行動の制限」のバランスをとっていくことだと考えます。

保護者には皆様には、これまでにもお願いしてきたことですが、小さなことでも「できたら認め

る」の考えで、子どもの自信を育てる子育てをお願いします。

（白 川 豊 浩）


